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白板地区公民館
館報編集委員会
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８
月
10
・
11
日
、

丸
ノ
内
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
「
公
民
館
に

泊
ま
ろ
う
」
が
白
板

地
区
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
か
ら

　

８
月
18
日
（
日
）、
親

子
11
名
が
、
子
ど
も
会

育
成
会
の
「
ト
ム
ソ
ー

ヤ
ク
ラ
ブ
～
木
曽
赤
沢

美
林
で
森
林
鉄
道
と
水

遊
び
～
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
心
地

よ
い
風
が
そ
よ
ぐ
中
、

樹
齢
約
３
０
０
年
の
天

中
学
２
年
生
ま
で
の
36
名
が
参
加

し
、
６
班
に
分
か
れ
て
行
動
し
ま

し
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

で
は
、
可
愛
い
プ
ー
ド
ル
を
作
り

ま
し
た
。「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

３
輪
で
で
き
る
こ
と
に
驚
い
た
」

「
か
わ
い
く
で
き
た
」
等
々
、
表
情

豊
か
な
36
匹
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
カ
レ
ー
作
り
の
玉
ね
ぎ

フラワーアレンジメント
～可愛いプードル～

通常より大きい  乗車券

流しそうめん 夏祭り  射的

に
、
涙
を
流
し
な
が
ら
の
大
苦
戦
と
な
り

ま
し
た
が
、
出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
は
美

味
し
く
、
何
杯
も
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

ゲ
ー
ム
や
夏
ま
つ
り
で
楽
し
み
、
友
達

作
り
や
異
学
年
交
流
と
、
い
い
体
験
が
出

来
た
よ
う
で
す
。

もうすぐ乗車

然
林
の
中
を
、
時
速
７
㎞
で
ゆ
っ

た
り
と
走
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
、

涼
し
い
風
、
清
流
の
流
れ
る
音
、

緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が
ら
往
復

25
分
ほ
ど
の
森
林
鉄
道
乗
車
体
験

を
し
ま
し
た
。乗
車
後
は
森
林
浴
、

水
遊
び
、
森
林
資
料
館
の
見
学
等

思
い
思
い
に
親
子
で
１
日
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

公
民
館
に

　
泊
ま
ろ
う

ト
ム
ソ
ー
ヤ
ク
ラ
ブ
参
加

～
木
曽
赤
沢
美
林
で
森
林
鉄
道
と
水
遊
び
～
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銀竜草（ぎんりょうそう）畳平　ガイドさんボランティア等へのお礼の会

パン皮状火山弾 カヤクグリ

足元に気を付けて下山 3020m 付近

★簡単クレープ
★ころころサラダ
★凍り豆腐のちらし寿司

丸
ノ
内
中
学
校
乗
鞍
岳
登
山
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
同
行

　

９
月
３
日
（
火
）、
文
化
講
座

「
縄
文
へ
の
い
ざ
な
い
」の
一
回
目

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
の

「
国
宝
土
偶
展
」
の
事
前
学
習
会

と
し
て
、
中
山
考
古
博
物
館
、
平
出

博
物
館
の
２
館
で
、
縄
文
土
器
や

土
偶
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

中
山
考
古
博
物
館
で
は
、
内
田

の
エ
リ
穴
遺
跡
か
ら
、
多
種
多
様

の
祭
祀
具
が
見
つ
か
り
、
30
棟
の

集
落
か
ら
耳
飾
り
が
２
６
４
３
点

出
土
し
た
こ
と
や
、
使
用
目
的
が

不
明
な
土
器
が
多
い
こ
と
等
、
現

代
で
も
ま
だ
ま
だ
解
明
が
進
ま
な
い

事
を
、
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

又
、
他
地
域
（
県
外
）
の
物
も
出

土
し
て
お
り
、
当
時
の
人
や
物
の

移
動
や
交
流
な
ど
に
不
思
議
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

平
出
博
物
館
で
は
「
県
立
歴
史

館
巡
回
展
」
が
開
催
中
で
、
県
内

の
土
器
や
土
偶
を
展
示
し
て
い
ま

し
た
。
中
で
も
土
偶
の
一
部
が

別
々
の
４
住
居
か
ら
５
点
出
土
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
縄
文
に
興
味
を
持
ち

２
回
目
の
「
国
宝
土
偶
展
」
が
待

ち
遠
し
く
感
じ
ま
し
た
。

◎
自
治
の
鐘
丸
ノ
内
中
学
校
は
お

　
休
み
し
ま
す
。

中山考古博物館
エリ穴遺跡の土器土偶について

平出博物館
縄文時代の住居

中山考古博物館
スマホくらいの大きさの人面付土版

縄
文
講
座

　

７
月
８
日（
月
）上
高
地
自
然
観

察
会
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
晴
れ
の

心
地
よ
い
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
観
察
会
は
、
大
正
池
か
ら

河
童
橋
ま
で
歩
き
、
館
長
の
３
時

間
超
の
説
明
に
、
新
た
な
発
見
や
、

こ
の
時
期
に
し
か
出
会
え
な
い
花

や
自
然
に
、
参
加
者
は
感
動
し
て

い
ま
し
た
。

　

木
道
の
下
で
ひ
っ
そ
り
咲
い

て
い
た
「
御

　
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
　

前
橘
」、
目
玉
が

２
つ
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
た

　

７
月
21
日
（
日
）
白
板
地
区
公

民
館
調
理
実
習
室
で
、
子
ど
も
会

育
成
会
の
「
親
子
料
理
教
室
」
が

参
加
親
子
18
名
、
総
勢
29 

名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
員
さ
ん

の
指
導
で
、「
簡
単
ク
レ
ー
プ
」

「
凍
り
豆
腐
の
ち
ら
し
寿
司
」

「
こ
ろ
こ
ろ
サ
ラ
ダ
」
の
３
品
を

作
り
ま
し
た
。

　
〝
た
の
し
か
っ
た
し
お
い
し

か
っ
た
〟〝
親
子
で
一
緒
に
作
る

こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
〟〝
初

め
て
の
包
丁
だ
っ
た
け
ど
、
う
ま

く
切
れ
て
良
か
っ
た
〟〝
ク
レ
ー

プ
は
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
〟
等

親
子
で
一
緒
に
作
る
楽
し
さ
を
感

じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

７
月
17
日
（
水
）
丸
ノ
内
中
学

校
２
年
生
81
名
の
乗
鞍
岳
登
山
に

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
名
が
同
行

し
、
生
徒
た
ち
と
声
を
掛
け
合
い

な
が
ら
一
緒
に
頂
上
に
到
達
し
ま

し
た
。
心
配
し
た
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
最
高
の
日
に
登
山
が
出
来
ま

「
銀ぎ

ん
り
ょ
う
そ
う

竜
草
」、
濃こ

む
ら
さ
き紫
色
の
花
の
塊
の

「
靫う

つ
ぼ
ぐ
さ草
」
等
を
観
察
し
ま
し
た
。

◎ 

こ
の
時
期
は
、
唐
松
草
（
か
ら
ま
つ
そ
う
）・

鷺
菅
（
さ
ぎ
す
げ
）
の
綿
毛
・
大
傘
持
（
お
お

か
さ
も
ち
）
等
の
白
色
や
・
樺
太
大
根
草
（
か

ら
ふ
と
だ
い
こ
ん
そ
う
）・
沢
菊
（
さ
わ
ぎ
く
）

等
の
黄
色
が
目
立
っ
た
上
高
地
で
し
た
。

し
た
。

　

学
名
が
〝
赤
い
褐
色
の
小
鳥
〟

の
「
カ
ヤ
ク
グ
リ
」・
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
の
表
面
に
で
き
る
ひ
び
割
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
命
名
の
「
パ

ン
皮
状
火
山
弾
」・
高
山
植
物
な

ど
を
観
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

上
高
地
自
然
観
察
会
と

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

上
高
地
自
然
観
察
会
と

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

親
子
料
理
教
室

こ
ど
も
会
育
成
会


